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工事概要

工事名

樽前山火山砂防工事の内 熊の沢川２号砂防堰堤工事

工事場所

北海道苫小牧市

工事概要

♦砂防堰堤

砂防土工 掘削(砂防)ICT V=7,200m3 
中詰盛土 V=10,700m3

法面整形工(切土部)(砂防) ICT 2,190m2

鋼製堰堤工 直線形鋼矢板施工費 171.6t

天端コンクリート V=398m3
当該工事は樽前山の噴火を想定した際、周辺市町の住民生活・地域経済のみならず全国社会に与える影響が甚大なものであることから、
平成６年度から樽前山直轄火山砂防事業として着手している。砂防施設は鋼製堰堤(セル形式)を採用しており、現地で発生した土砂を
鋼製セル内に使用するハイブリッド工法であり、コストの縮減や市街地の工事車両の通行を少なくするなど周辺環境へ配慮した工事である。



本工事における
課題問題点

本工事は樽前山麓に位置し、過去の火山周期か
ら噴火がいつ起こるかわからないことから、砂防施設
によって対応する「ハード対策」と、砂防工事従事
者の安全確保ならびに住民の警戒避難行動を支
援するため、土砂災害の監視および土砂災害に関
する情報提供などを行う「ソフト対策」の両面での対
策がとられている。

現場作業中の噴火を想定し、避難を迅速に行うこ
とが重要であり、施工機械、人員の省力化、
i-Construction(ICT,VR,デジタル技術・etc)を
活用し、生産性・安全性の向上に資する取組を積
極的に行うことが重要である。

樽前山
1909年噴火の噴煙

（北海道開発局室蘭開発建設部所蔵）



樽前山直轄火山砂防事業
樽前山から流れ出る7つの渓流に砂防設備の建設が行われています



本工事における取組

➀生産性の向上 ②安全性の向上 ③施工機械・人員の省力化

➀生産性の向上 ⇒ デジタル技術(webカメラ・全天球カメラ)の活用

②安全性の向上 ⇒ VR施工計画作成活用

③施工機械・人員の省力化 ⇒ ICT施工の実施



デジタル技術(webカメラ・全天球カメラ)
の活用

デジタル技術(webカメラ・全天球カメラ)を使用し

た施工状況確認・安全パトロールの実施やWeb

を活用した会議を実施し、コロナ禍での現場施工

管理・安全面において非対面型でかつ効率的に

実施することで生産性向上に寄与した

➀生産性の向上

全天球カメラ

【遠隔臨場 本社～現場状況確認】【web会議 Zoomによる】



VR施工計画作成活用

鋼製堰堤(セル式)工法の中
詰盛土・天端コンクリート作業
計画を先進性のある「VR」(仮
想現実)化し活用した。

製作した「VR」3Dイラスト動
画を新規入場者・安全教育に
活用し、事故防止対策として
安全面に寄与した。

②安全性の向上



ICT施工の実施

令和２年度に着手した
「熊の沢川２号砂防堰
堤」工事、管理用道路
「ICT施工」を実施。

ICT施工の対象範囲は
急峻で狭隘である(現
場条件)地山を掘削す
る「掘削・法面整形」とし
た

③施工機械・人員の省力化

【LSによる起工測量】
【3D設計ﾃﾞｰﾀ】

【室内ﾓﾆﾀｰ】【MCﾊﾞｯｸﾎｳ施工状況】
ﾄﾞﾛｰﾝ

【完工測量UAV】【クラウド使用】



ご清聴

ありがとうございました 東海建設株式会社


